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1.|まbめに: 道鰈 コノクリート東灰にあレlて、コノクリート
の乾敗収紹ぞ∂池の派国によって生した初期矢籠が通行単両∂蘇物Lt

影纂lli屁1裔勝f7::幌11'耗得:1%『磯
が多く、漁米測 1寄産生t ひ々がわれは ●1うがの形で寄4して

、ヽるものど思われる。人研窮慮.そヤおよび人ヤ愛ガ試験gぇ施し疲労

確よにおよ|ぎす畑 %響ドフνヽて力銭4g″/」―ったしのて
゛
ぁる。

2.史離 手: ヒメントド|よ早強末,♭トランドセメノト、紳骨材|二1よ野

州):1差)il秒、粗骨消卜は融威幾件をZ僕用した。スカ配な`友́

11二示す。こ∂α第̀l」D162、組工て妬傷ざプズターラップ)3は

φgZ震 用した。4・A試林̀滋紀所比は1.5%で場る。

棋鋼 F//ボく広および測定位ぜι図-1に 、欲筋

の機柚 柱賓こ友-2に示す。秩試体はイ愛翌1脱3
型し、̈ プに(lヶ日湿布者生1右なった後

2ヶA闇室内に力k沼し格令ろF月ご実験`研稿ねした。

の裁者はスバン正ワぃ、山|グスパノ80c晨、%ζ 75の磁ふ2

点爾し荷とした。秦窪杓および気中夏労試験は実験室内、入十度

擁 恵写真-1に 示すようレ火力内して看なった。そ

尋"汐毅 び|まれ痺Zボンヒにあろ″影式燎 下、え蒟乞はりと痛

ど、太ヤ友労多鋼密では多諧飾在lθ日階精1後メσ見ボ資自̀あこ形

側 にある供約 下、ガ濶はりと絲り亡便用した。な

お、働ヤ、ス中試験ぐθ文翻 に夕がないように同一のた承ど用し1た

疲労試験にただち、静蜘試験これ乾はりと,濶はり各マ1人づつ免中|ニ

て実施した。見中および水中夏労試験のIII鮪壼ば.孔乾はり

|こおけら3輌″夕に着皇|=鶏する75%、“%およ″65%′う段階ど

した:千師 重は、翻 ρllL`を上すへて1.θ ltlこした。繰返し

裁石速度|よう75版、新重と階閣の関係|よ正弦波型である。

う。実臨 呆および孝凛争 ]ックリートの読強度ι晨―ろ|`斥
す。圧縮、曲げ、多′張強度どιl硼 態η供誠仏は知乾仄鯰θ

併試仏に比べて1～2,1化下するが、ヤンク孫笑レおいて芝はみ

5れなtl.表-4卜綱 厳禍屁乳=示す。ひび躙 生看皇|よん

乾はり|`比A・・で力夢鼎よサがlftl近く上よってレ`るず、これ

際 の影響と思わえる。降伏石皇、終滑石室|二わいζlま両方

|二明確な差は艶Dうχな″
｀
った。た-5卜疲鰤 衆`承ず。
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度

２，聯̈
引張強度

(kg/cm2)

曲げ強度

(kg/cm2)

ヤング係数

( x l o % / m 2

気 乾 は り

湿潤 は り

湿潤/気 乾 0_88

492,00




